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最初に機械システム学コースで行なっている ｢機械製作実習｣について簡単に説明しておく｡ 受講生約110人を 3
表 1 クラス分けと科冒
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実験 設計 実習 設計
ー95-
京都大学高等教育研究第5号






回 形 態 内 容
1 説明 全学生を対象に実習の説明と注意
2 座学 .実習 NCプログラミングの説明とコンビユ-クー実習
1 実習■(a-1) 旋削作業-普通及びNC旋盤を用いて小型バイスの軸の製作
1 実習 (a-2) フライス作業-フライス盤を用いて小型バイスの口金の加工
1 実習 (a-3) 組立て仕上げ作業-仕上げの作業と小型バイスの組立作業
1 実習 (b-1) ガス切断及び溶接作業 ～
1 実習 (b-2) 試験片の加工と引張り試験-溶接 した材料を試験片に加工 し引張試験機を用いて試験し溶
接面を観察
1 実習 (C) NCフライス作業-プログラムした文字を真縁板に彫り込む作業
3.座学 ｢安全工学概論｣について
平成11年度の講義 ｢安全工学概論｣の3回の内容と流れは次の通りである｡



































実習 .講義項目 評 価
1 2 3 4 5
(a-1)旋盤作業 26.2 56.0 17.8 0 0
(a-2)フライス作業 21.7 60.2 16ー9 1.2 0
(a-3)組立て仕上げ 25.0 48.8 23,8 2.4 0
(b-1)切断溶接作業 51.9 36.7 ll.4 0 0
(b-2)引張り試験 16.5 58.8 23.6 1.2 0
(C)NCフライス作業 26.1 44.3 25.0 4.5 0
NCプログラミング 12.5 40.4 45.2 1.0 1.0
実習はすべて70%以上の学生が ｢大変よかった｣｢よかった｣と評価し､逆に ｢よくなかった｣ と評価 しているの
は各テーマとも1､ 2名に過ぎない｡｢大変よかった｣という評価が50%を超えているのは (b- 1)のガス切断 ･























































の反応も示さず､又､積極的に席を変わろうともせずに ｢寒い｣｢寒い思いをした｣と一方的 (私にはそう感 じられ
る書き方である)に記述しているのは､何から何まで全て与えられた中で生活 している若者を想像させるし､お客様
である学生に対 して気を配るのは教師の努めである､と意識 している一部の学生の姿を見る思いがする｡













































































































(4) 柴田俊忍 ｢無線クレーン､ペンダントクレーンによる誤操作及び誤動作について｣､クレーン33巻 4号 (1995)
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